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○当初計画においては被災し 

 た堤防は全て撤去する計画 

○著しく損傷した陸側及び上   

 部は撤去し再構築。比較的 

 健全な海側については、既  

 設堤体の土質改良を行い、 

 粘り強い海岸堤防構造とな  

 るよう補修を実施。 

○大津波に耐えた貴重な震災 

 遺構として、既設堤防を可能 

 な限り保存。 

残存するクロマツも含め、震災
当時の姿を一部保存するとと
もに、堤防前面の海浜植生を
保全 

・岩沼海岸南端にある海岸堤防は、岩沼市内で唯一震災当時の姿を留める堤防です。千年に一度 

 と言われる津波にも堤防の一部が耐え、被害軽減にもつながったとして、岩沼市から保存の要 

 望が出されていました。 
 

・「震災に耐えた堤防」は、震災後に堤防の健全度を評価した結果、津波や地震に対する安全性 

 の確保が難しいと判断されたことから全て撤去する予定でしたが、地域の要望を受け、貴重な 

 震災遺構として可能な限り現在の施設を保存することとしました。保全にあたっては比較的健 

 全な海側部分を残しつつ、堤防の安全性を確保するために既設堤防の土質改良を行い、粘り強 

 い海岸堤防構造となるよう補修を実施しました。 

～既存施設を活かした海岸堤防の復旧～ 
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◆大津波に耐えた貴重な震 
 災遺構として、既設堤防を 
 可能な限り保存 
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⇒比較的健全な海側について、既設堤体の土質改良を行い保存。これにより、海側の工事用道路が

不用となるため、堤防前面の海浜植生も保全されることとなりました。 

■震災に耐えた堤防の保全対策実施状況 

イメージで貼付け中です、 

後日新たに写真撮影します。 

海浜植生の保全 海浜植生の保全 配慮 

工事完成後の状況（海側から望む） 

法枠がわかる写真（海側から望む） 
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堤防前面の海浜植生等保全 

「植木・海浜生植物」 
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※既設堤防を活用した構造に変更 

 

 

 

 

【堤防前面の海浜植生保全イメージ】 

植物

　ハマナデシコ

　ハマナス

　ハマボウフウ

　マルバトウキ

　シロヨモギ

陸上昆虫類

　ﾔﾏﾄﾏﾀﾗ゙ﾊｯ゙ﾀ
草が疎らに生育
する場所に生息
する。

　ｶﾜﾗﾊﾝﾐｮｳ

裸地あるいは草
地が疎らに生育
する場所に生息
する。

鳥類

　コアジサシ

裸地あるいは草
地が疎らに生育
する場所で繁殖
する。

実際の確認位置
より算出。自然浜
（実線）では注目
種は概ね汀線か
ら70m以上離れ
た安定した後浜
に多く生育する。
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被災状況（H23.3.17撮影） 

８月１０日堤防完成状況（H27.9.29撮影） 

海浜植生の保全 

海浜植生の保全 

配慮 

海側部分の堤防保存 

海側部分の堤防保存 海浜植生の保全 

北側クロマツ残存部（海側から望む）Ｈ27.9.24撮影 


